
(57)【要約】

　【課題】　超音波探触子の操作性を向上させるととも

に、超音波探触子の操作時における位置ずれ及び角度変

化を抑制することによって、より安定した正確な診断を

可能とする超音波探触子を提供する。

　【解決手段】　操作者が超音波探触子１を操作する際

、操作者の指を超音波探触子の筐体に密着させるための

保持補助手段を設ける。例えば、超音波探触子の筐体部

６において、ヘッド部２とほぼ対向する面（被検体５に

ヘッド部を押し当てる際に、操作者から力が印加される

面）に凹凸形状９を設け、操作者の指が、この凹凸形状

に良好に密着できるようにする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 者 の 体 内 に 対 し て 超 音 波 の 送 受 信 を 行 う ヘ ッ ド 部 を 有 し 、 前 記 超 音 波 の 受 信 波 を 電
気 信 号 に 変 換 し て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 送 信 す る 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、
　 前 記 超 音 波 探 触 子 の 操 作 者 が 操 作 す る 際 の 前 記 操 作 者 の 指 を 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 筐 体
に 密 着 さ せ る た め の 保 持 補 助 手 段 を 有 す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 保 持 補 助 手 段 と し て 、 前 記 ヘ ッ ド 部 が 設 け ら れ て い る 前 記 筐 体 上 の 略 対 向 す る 面 に
、 前 記 操 作 者 の 指 の 形 状 に 応 じ た 凹 形 状 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 保 持 補 助 手 段 と し て 、 前 記 ヘ ッ ド 部 が 設 け ら れ て い る 前 記 筐 体 上 の 略 対 向 す る 面 に
、 前 記 操 作 者 の 指 の 形 状 に 応 じ て 形 状 が 変 化 す る 安 定 体 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載
の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 安 定 体 が 、 柔 軟 性 を 有 す る 弾 性 体 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波
探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 弾 性 体 が 、 ゴ ム 材 又 は エ ラ ス ト マ 材 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音
波 探 触 子 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 安 定 体 が 、 塑 性 変 形 す る 塑 性 体 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ３ に 記 載 の 超 音 波 探
触 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 塑 性 体 が 、 酢 酸 ビ ニ ル 樹 脂 を 主 成 分 と す る 材 料 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ６ に
記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 保 持 補 助 手 段 と し て 、 前 記 ヘ ッ ド 部 が 設 け ら れ て い る 前 記 筐 体 上 の 略 対 向 す る 面 に
当 て ら れ た 前 記 操 作 者 の 指 を 固 定 す る た め の 固 定 手 段 が 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ 又 は ２ に
記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 固 定 手 段 が 、 前 記 筐 体 上 の 略 対 向 す る 面 に 対 し て 前 記 操 作 者 の 指 を 押 し 付 け る 力 を
加 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ８ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 固 定 手 段 が 、 前 記 筐 体 と 一 体 で あ る か 、 又 は そ の 一 部 が 前 記 筐 体 に 対 し て 着 脱 可 能
な よ う に 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ８ 又 は ９ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 固 定 手 段 が 、 前 記 筐 体 部 と は 異 な る 部 材 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ８ か ら １ ０
の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 固 定 手 段 が 、 可 撓 性 又 は 剛 性 の 材 料 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 請 求 項 ８ か ら １ １ の い
ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 を 用 い て 、 生 体 内 の 画 像 情 報 な ど を 得 る た め の 超 音 波 診 断 装 置 に お い
て 使 用 さ れ る 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 各 種 医 療 分 野 に お い て 利 用 さ れ て い る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 超 音 波 探 触 子 を 用 い て 生 体 に
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対 し て 超 音 波 の 送 受 信 を 行 う こ と に よ り 、 生 体 内 の 画 像 情 報 な ど を 得 る た め の 装 置 で あ る
。 例 え ば 、 下 記 の 特 許 文 献 １ に は 、 動 脈 硬 化 診 断 を 目 的 と し た 頸 動 脈 の 超 音 波 診 断 に 用 い
ら れ る 超 音 波 診 断 装 置 と し て 、 図 ４ に 示 す よ う な 構 造 の も の が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 超 音
波 診 断 装 置 で は 、 操 作 者 が 超 音 波 探 触 子 １ ０ を 保 持 し 、 こ れ を 被 検 者 （ 被 検 体 ） １ ５ の 頚
部 体 表 に 当 て て 、 超 音 波 ビ ー ム を 体 内 の 血 管 １ ４ に 向 け て 放 射 す る 。 そ し て 、 超 音 波 計 測
部 １ １ で 血 管 １ ４ か ら 反 射 さ れ た 超 音 波 信 号 を 検 出 し て 検 波 出 力 し 、 デ ー タ 解 析 処 理 部 １
２ に よ っ て デ ー タ 解 析 処 理 を 行 う こ と に よ っ て 、 検 波 信 号 に 基 づ い て 血 管 １ ４ の 特 性 が 解
析 さ れ 、 そ の 解 析 結 果 が 表 示 装 置 １ ３ に 表 示 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ２ ９ ０ ７ ８ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 超 音 波 探 触 子 を 用 い て 超 音 波 診 断 を 実 施 す る 際 、 体 表 に 当 て た 超 音 波 探
触 子 が 位 置 ず れ を 起 こ し た り 、 体 表 に 当 て て い る 角 度 が 変 化 し た り し た 場 合 に は 、 検 出 さ
れ る 超 音 波 信 号 が 変 化 し て し ま い 、 そ の 結 果 、 得 ら れ る 解 析 結 果 の 精 度 に 誤 差 が 生 じ て し
ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 に 、 超 音 波 探 触 子 は 、 そ の 超 音 波 送 受 信 面 と 反 対 側 の 筐 体 の 高 さ （ 超 音 波 送 受 信 面 に
対 し て 垂 直 方 向 の 筐 体 の 長 さ ） が 高 く な っ た 構 成 を 有 し て い る 。 そ の 結 果 、 例 え ば 、 頸 動
脈 の 診 断 や 、 手 腕 、 足 な ど 体 表 面 の 湾 曲 度 合 い が 大 き な 診 断 部 位 を 診 断 す る 際 に は 、 超 音
波 探 触 子 と 被 検 体 と の 接 触 面 を 支 点 と し た 揺 れ や 振 動 が 発 生 し て し ま い 、 操 作 者 に よ る 超
音 波 探 触 子 の 安 定 し た 保 持 は 困 難 に な る と と も に 、 診 断 を 行 う た め に 必 要 な 解 析 結 果 の 精
度 に 顕 著 な 誤 差 が 生 じ て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 を 向 上 さ せ る と と も に 、 超 音 波 探 触
子 の 操 作 時 に お け る 位 置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な
診 断 を 可 能 と す る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 被 検 者 の 体 内 に 対 し て 超 音 波 の 送
受 信 を 行 う ヘ ッ ド 部 を 有 し 、 超 音 波 の 受 信 波 を 電 気 信 号 に 変 換 し て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に
送 信 す る 超 音 波 探 触 子 で あ っ て 、
　 超 音 波 探 触 子 の 操 作 者 が 操 作 す る 際 の 操 作 者 の 指 を 、 超 音 波 探 触 子 の 筐 体 に 密 着 さ せ る
た め の 保 持 補 助 手 段 を 有 し て い る 。
　 上 記 構 成 に よ っ て 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 が 向 上 し 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 時 に お け る 位
置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 保 持 補 助 手 段 と し て 、 ヘ ッ ド 部
が 設 け ら れ て い る 筐 体 上 の 略 対 向 す る 面 に 、 操 作 者 の 指 の 形 状 に 応 じ た 凹 形 状 が 設 け ら れ
て い る 。
　 上 記 構 成 に よ っ て 、 操 作 者 の 指 が 筐 体 に 設 け ら れ た 凹 形 状 に 密 着 し て 、 超 音 波 探 触 子 の
操 作 性 が 向 上 し 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 時 に お け る 位 置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に
よ っ て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 保 持 補 助 手 段 と し て 、 ヘ ッ ド 部
が 設 け ら れ て い る 筐 体 上 の 略 対 向 す る 面 に 、 操 作 者 の 指 の 形 状 に 応 じ て 形 状 が 変 化 す る 安
定 体 が 設 け ら れ て い る 。
　 上 記 構 成 に よ っ て 、 安 定 体 が 、 操 作 者 の 指 に 応 じ て 適 切 に 変 形 し て 、 超 音 波 探 触 子 の 操
作 性 が 向 上 し 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 時 に お け る 位 置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に よ
っ て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 が 可 能 と な る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 安 定 体 が 、 柔 軟 性 を 有 す る 弾 性
体 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
　 上 記 構 成 に よ っ て 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 が 向 上 し 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 時 に お け る 位
置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 弾 性 体 が 、 ゴ ム 材 又 は エ ラ ス ト
マ 材 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
　 上 記 構 成 に よ っ て 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 が 向 上 し 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 時 に お け る 位
置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 安 定 体 が 、 塑 性 変 形 す る 塑 性 体
に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
　 上 記 構 成 に よ っ て 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 が 向 上 し 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 時 に お け る 位
置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 塑 性 体 が 、 酢 酸 ビ ニ ル 樹 脂 を 主
成 分 と す る 材 料 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
　 上 記 構 成 に よ っ て 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 が 向 上 し 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 時 に お け る 位
置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 保 持 補 助 手 段 と し て 、 ヘ ッ ド 部
が 設 け ら れ て い る 筐 体 上 の 略 対 向 す る 面 に 当 て ら れ た 操 作 者 の 指 を 固 定 す る た め の 固 定 手
段 が 設 け ら れ て い る 。
　 上 記 構 成 に よ っ て 、 固 定 手 段 に よ っ て 操 作 者 の 指 が 筐 体 の 面 上 に 固 定 さ れ て 、 超 音 波 探
触 子 の 操 作 性 が 向 上 し 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 時 に お け る 位 置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る
こ と に よ っ て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 固 定 手 段 が 、 筐 体 上 の 略 対 向 す
る 面 に 対 し て 操 作 者 の 指 を 押 し 付 け る 力 を 加 え る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 上 記 構 成 に よ っ て 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 が 向 上 し 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 時 に お け る 位
置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 固 定 手 段 が 、 筐 体 と 一 体 で あ る
か 、 又 は そ の 一 部 が 筐 体 に 対 し て 着 脱 可 能 な よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 上 記 構 成 に よ っ て 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 が 向 上 し 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 時 に お け る 位
置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 固 定 手 段 が 、 筐 体 部 と は 異 な る
部 材 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
　 上 記 構 成 に よ っ て 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 が 向 上 し 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 時 に お け る 位
置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 固 定 手 段 が 、 可 撓 性 又 は 剛 性 の
材 料 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
　 上 記 構 成 に よ っ て 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 が 向 上 し 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 時 に お け る 位
置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 探 触 子 は 上 記 構 成 を 有 し て お り 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 を 向 上 さ せ
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る と と も に 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 時 に お け る 位 置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に よ っ
て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 を 可 能 に す る と い う 効 果 を 有 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 第 １ ～ 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ＜ 第 １ の 実 施 の 形 態 ＞
　 ま ず 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 発
明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 図 １ に 示 す 超 音 波
探 触 子 １ は 、 超 音 波 の 送 受 信 を 行 う と と も に 、 受 信 波 を 電 気 信 号 に 変 換 し て 出 力 す る 機 能
を 有 し て お り 、 超 音 波 に よ る 診 断 を 行 う 際 に は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 （ 不 図 示 ） と 電 気 的
に 接 続 さ れ て 、 上 記 の 受 信 波 が 変 換 さ れ た 電 気 信 号 を 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 供 給 す る 。 な
お 、 超 音 波 探 触 子 １ は 、 通 常 、 操 作 者 ４ が 手 で 保 持 可 能 な 程 度 の 大 き さ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ は 、 被 検 体 ５ に 対 し て 超 音 波 の 送 受 信 を 行 う ヘ ッ ド 部 ２ と 、
こ の ヘ ッ ド 部 ２ に お い て 受 信 波 が 変 換 さ れ た 電 気 信 号 を 超 音 波 診 断 装 置 本 体 に 供 給 す る た
め の ケ ー ブ ル ３ と を 有 し て い る 。 ヘ ッ ド 部 ２ は 、 例 え ば 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 圧 電 セ ラ ミ
ッ ク ス な ど の 圧 電 材 料 の 振 動 子 、 及 び 、 分 解 能 を 向 上 さ せ る た め の 音 響 整 合 層 や 音 響 レ ン
ズ な ど を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 超 音 波 探 触 子 １ は 、 ヘ ッ ド 部 ２ と ケ ー ブ ル ３ と の 電 気 的 接 続 部 を 内 包 す る 筐 体 部
６ を 有 し て い る 。 こ の 筐 体 部 ６ の ヘ ッ ド 部 ２ と ほ ぼ 対 向 す る 面 （ 被 検 体 ５ に ヘ ッ ド 部 ２ を
押 し 当 て る 際 に 、 操 作 者 ４ か ら 力 が 印 加 さ れ る 面 ） は 、 操 作 者 ４ が 指 で 押 さ え つ け る こ と
に よ っ て ヘ ッ ド 部 ２ を 被 検 体 ５ に 安 定 し て 固 定 で き る よ う に 、 凹 凸 形 状 ９ を 有 し て い る 。
例 え ば 、 操 作 者 ４ が ３ 本 の 指 （ 例 え ば 、 人 指 し 指 、 中 指 、 薬 指 の ３ 本 ） で 押 さ え て 固 定 で
き る よ う に 、 上 記 の 凹 凸 形 状 ９ を 指 の 形 状 に 合 わ せ た 凹 部 が ３ 個 設 け ら れ た 波 形 状 に す る
こ と に よ っ て 、 操 作 者 ４ の 指 が 筐 体 部 ６ に し っ か り と 密 着 し 、 操 作 者 ４ は 、 超 音 波 探 触 子
１ を 被 検 体 ５ に 安 定 し て 当 て る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 こ こ で は 、 図 １ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 操 作 者 ４ の ３ 本 の 指 が 良 好 に 密 着 可 能
と な る ３ 個 の 凹 部 が 設 け ら れ て い る が 、 凹 凸 形 状 ９ の 態 様 や そ の 個 数 は 、 こ れ に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。 す な わ ち 、 被 検 体 ５ に 接 触 す る ヘ ッ ド 部 ２ と ほ ぼ 対 向 す る 筐 体 部 ６ の 部
分 に は 、 操 作 者 ４ の 指 が 良 好 に 密 着 し て 、 被 検 体 ５ に ヘ ッ ド 部 ２ を 安 定 し て 当 て る こ と が
可 能 と な る 任 意 の 凹 凸 形 状 ９ を 設 け る こ と が 可 能 で あ り 、 こ の 凹 凸 形 状 ９ は 、 超 音 波 探 触
子 １ の 構 成 に 応 じ て 、 適 宜 、 最 適 な 形 状 と す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 図 １ に は 、 ケ ー ブ ル ３ が 筐 体 部 ６ の 側 面 か ら 引 き 出 さ れ て い る 構 成 （ 筐 体 部 ６ が
そ の 側 面 に ケ ー ブ ル 延 伸 部 を 有 す る 構 成 ） が 図 示 さ れ て い る が 、 操 作 者 ４ の 指 が 筐 体 部 ６
に 設 け ら れ た 凹 凸 形 状 ９ に 密 着 で き る 構 成 で あ れ ば 、 ケ ー ブ ル ３ の 延 伸 部 の 位 置 に 関 し て
は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 １ に よ れ ば 、 筐
体 部 ６ の 面 （ 特 に 、 ヘ ッ ド 部 ２ と ほ ぼ 対 向 す る 面 ） に 、 操 作 者 ４ が 指 を 当 て ら れ る よ う な
凹 凸 形 状 ９ を 設 け る こ と に よ っ て 、 操 作 者 ４ は 、 筐 体 部 ６ の 表 面 の 凹 凸 形 状 ９ に 指 を 良 好
に 密 着 さ せ た 状 態 で 被 検 体 ５ に ヘ ッ ド 部 ２ を 当 て る こ と が 可 能 と な り 、 ヘ ッ ド 部 ２ の 揺 れ
や 振 動 を 抑 制 し な が ら 、 超 音 波 探 触 子 １ を 安 定 し て 保 持 す る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ
て 、 超 音 波 探 触 子 １ の 操 作 性 が 向 上 す る と と も に 、 超 音 波 探 触 子 １ の 操 作 時 に お け る 位 置
ず れ 及 び 角 度 変 化 が 抑 制 さ れ 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ＜ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ＞
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　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ は 、 本 発
明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 な お 、 図 ２ に お い
て 、 図 １ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ と 同 一 の 機 能 を 有 す る 構 成 要 素 に は 、 同 一 の 符 号 が 付 さ れ
て い る 。 図 ２ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ も 、 図 １ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ と 同 様 に 、 超 音 波 の 送
受 信 を 行 う と と も に 、 受 信 波 を 電 気 信 号 に 変 換 し て 出 力 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ は 、 図 １ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ と 同 様 に 、 ヘ ッ ド 部 ２ 、 ケ ー
ブ ル ３ 、 筐 体 部 ６ を 有 し て い る が 、 上 述 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 筐 体 部 ６ に 凹 凸 形 状 ９
が 設 け ら れ て い る の に 対 し 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 筐 体 部 ６ の ヘ ッ ド 部 ２ と ほ ぼ 対 向 す
る 面 に 安 定 体 ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 安 定 体 ７ は 、 操 作 者 ４ に よ る 超 音 波 探 触 子 １ の 使
用 時 に 、 操 作 者 ４ の 指 と 筐 体 部 ６ と が 良 好 に 密 着 で き る よ う に す る た め の 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 操 作 者 ４ の 手 や 指 の 大 き さ 、 太 さ な ど は 、 操 作 者 ４ に よ っ て そ れ ぞ れ 異 な る の に 対 し 、
超 音 波 探 触 子 １ の 筐 体 部 ６ の 形 状 は 固 定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 操 作 者 ４ に よ っ て は 、
手 や 指 が 筐 体 部 ６ の 形 状 に 合 わ ず に 操 作 が し に く い 場 合 も あ り 、 こ う し た 不 具 合 に よ っ て
、 被 検 体 ５ に 超 音 波 探 触 子 １ を 安 定 し て 当 て る こ と が 困 難 と な る 場 合 も あ る 。 操 作 者 ４ と
筐 体 部 ６ と の 間 に 設 け ら れ た 上 記 の 安 定 体 ７ は 、 こ う し た 不 具 合 を 解 消 す る た め の も の で
あ り 、 安 定 体 ７ の 作 用 に よ っ て 超 音 波 探 触 子 １ と 操 作 者 ４ の 指 と の 密 着 性 が 向 上 し 、 操 作
者 ４ は 、 安 定 し て 被 検 体 ５ に 超 音 波 探 触 子 １ を 当 て る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 上 記 の 安 定 体 ７ と し て は 、 柔 軟 性 を 有 す る 弾 性 体 の 材 料 を 用 い る こ と が 望 ま し い
。 こ の 弾 性 体 の 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 シ リ コ ン ゴ ム 、 ウ レ タ ン ゴ ム な ど を 含 む ゴ ム 材 や
、 エ チ レ ン － 酢 酸 ビ ニ ル 樹 脂 （ Ｅ Ｖ Ａ ： Ethylene-Vinyl Acetate） 、 ポ リ エ チ レ ン な ど の
エ ラ ス ト マ 材 が 有 用 で あ る 。 ま た 、 安 定 体 ７ と し て 用 い ら れ る 弾 性 体 の 材 料 は 、 筐 体 部 ６
と 操 作 者 ４ の 指 と の 密 着 性 を 良 く す る た め に 、 そ の 硬 さ や 厚 み を 適 宜 考 慮 す る こ と も 有 用
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 安 定 体 ７ と し て 、 塑 性 変 形 す る よ う な 塑 性 体 を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。 塑 性 変
形 す る 塑 性 体 は 、 操 作 者 ４ が 安 定 体 ７ に 手 や 指 を 当 て た 際 に 、 ほ ぼ 完 全 に 指 の 形 に フ ィ ッ
ト し て 密 着 す る よ う に 変 形 し 、 さ ら に 、 そ の 形 状 を 保 持 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ
て 、 各 操 作 者 ４ の 手 や 指 の 大 き さ 、 太 さ に 応 じ て 、 安 定 体 ７ が 柔 軟 に 塑 性 変 形 し 、 操 作 者
４ は 、 安 定 し て 被 検 体 ５ に 超 音 波 探 触 子 １ を 当 て る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 塑 性 体 の 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 酢 酸 ビ ニ ル 樹 脂 を 主 成 分 と し た 材 料 が 望 ま し い 。
な お 、 安 定 体 ７ と し て 利 用 可 能 な 塑 性 体 の 材 料 と し て は 、 上 記 の 材 料 に 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 他 の ガ ム 状 の 性 質 を 有 す る 塑 性 変 形 可 能 な 材 料 を 利 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 上 述 の 弾 性 体 の 材 料 又 は 塑 性 体 の 材 料 を 利 用 し た 安 定 体 ７ は 、 筐 体 部 ６ と 一 体 と
な っ た 構 成 と し て も よ く 、 ま た 、 筐 体 部 ６ に 着 脱 可 能 な よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 安 定 体 ７ と し て 、 所 定 の 材 料 を フ ィ ル ム 状 の 部 材 に よ っ て 被 覆 し た も の を 用 い る
こ と も 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 安 定 体 ７ は 操 作 者 ４ や 被 検 体 ５ に 対 し て 有 害 で は な い 材 料 を
用 い る こ と が 望 ま し い が 、 仮 に 多 少 の 害 を 与 え る 可 能 性 が あ る 材 料 で あ っ て も 、 上 述 の よ
う に 、 フ ィ ル ム 状 の 部 材 に よ っ て 被 覆 す る こ と に よ っ て 、 無 害 な 安 定 体 ７ を 実 現 す る こ と
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 上 述 し た 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 組 み 合 わ せ て 、 安 定 体 ７ を 設 け る 筐 体 部 ６
の 面 や 、 操 作 者 ４ の 指 が 触 れ る 安 定 体 ７ 上 の 面 に 、 あ る 程 度 の 凹 凸 形 状 ９ を 設 け て お く こ
と に よ っ て 、 よ り 操 作 性 の 向 上 し た 超 音 波 探 触 子 １ を 実 現 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 １ に よ れ ば 、 筐
体 部 ６ の 面 （ 特 に 、 ヘ ッ ド 部 ２ と ほ ぼ 対 向 す る 面 ） に 、 操 作 の 際 に 操 作 者 ４ が 指 を 当 て る
た め の 安 定 体 ７ を 設 け る こ と に よ っ て 、 操 作 者 ４ は 、 安 定 体 ７ に 指 を 良 好 に 密 着 さ せ た 状
態 で 被 検 体 ５ に ヘ ッ ド 部 ２ を 当 て る こ と が 可 能 と な り 、 ヘ ッ ド 部 ２ の 揺 れ や 振 動 を 抑 制 し
な が ら 、 超 音 波 探 触 子 １ を 安 定 し て 保 持 す る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 超 音 波 探 触
子 １ の 操 作 性 が 向 上 す る と と も に 、 超 音 波 探 触 子 １ の 操 作 時 に お け る 位 置 ず れ 及 び 角 度 変
化 が 抑 制 さ れ 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 特 に 、 安 定 体 ７
と し て は 、 弾 性 体 の 材 料 又 は 塑 性 体 の 材 料 を 用 い る こ と が 望 ま し く 、 そ れ ら の 材 料 を 用 い
る こ と に よ り 、 太 さ も 大 き さ も 違 う 各 操 作 者 ４ の ど ん な 指 に 対 し て も 、 安 定 体 ７ と 良 好 に
密 着 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ＜ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ＞
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 本 発
明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。 な お 、 図 ３ に お い
て 、 図 １ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ と 同 一 の 機 能 を 有 す る 構 成 要 素 に は 、 同 一 の 符 号 が 付 さ れ
て い る 。 図 ３ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ も 、 図 １ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ と 同 様 に 、 超 音 波 の 送
受 信 を 行 う と と も に 、 受 信 波 を 電 気 信 号 に 変 換 し て 出 力 す る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ は 、 図 １ に 示 す 超 音 波 探 触 子 １ と 同 様 に 、 ヘ ッ ド 部 ２ 、 ケ ー
ブ ル ３ 、 筐 体 部 ６ を 有 し て い る が 、 上 述 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 筐 体 部 ６ に 凹 凸 形 状 ９
が 設 け ら れ て い る の に 対 し 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 操 作 者 ４ が 超 音 波 探 触 子 １ を 操 作 す
る 際 に 、 超 音 波 探 触 子 １ の 保 持 を 固 定 さ せ る た め の 固 定 部 ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 固 定
部 ８ は 、 操 作 者 ４ に よ る 超 音 波 探 触 子 １ の 使 用 時 に 、 操 作 者 ４ の 指 と 筐 体 部 ６ と が 良 好 に
密 着 で き る よ う に す る た め の 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 固 定 部 ８ は 、 例 え ば 図 ３ に 図 示 さ れ て い る よ う な 帯 状 の 部 材 で あ り 、 操 作 者 ４ が 超
音 波 探 触 子 １ を 保 持 し た 際 に 、 操 作 者 ４ の ３ 本 の 指 の 甲 側 を 締 め 付 け る こ と に よ っ て 、 操
作 者 ４ の 指 を 筐 体 部 ６ と 密 着 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 固 定 部 ８ を 筐 体 部 ６ と
は 別 の 部 材 と し 、 筐 体 部 ６ に 取 り 付 け る こ と に よ っ て 固 定 部 ８ に よ る 操 作 者 ４ の 手 や 指 の
固 定 を 実 現 す る こ と も 可 能 で あ り 、 ま た 、 固 定 部 ８ と 筐 体 部 ６ と を 同 一 の 部 材 に よ っ て 一
体 に 構 成 し て も よ い 。 ま た 、 固 定 部 ８ は 、 筐 体 部 ６ に 対 し て 着 脱 可 能 な よ う に 構 成 さ れ て
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 固 定 部 ８ は 、 例 え ば 、 図 ３ に 図 示 さ れ て い る よ う な 帯 状 の 部 材 に よ っ て 実 現 可 能
で あ る が 、 こ の 形 状 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 固 定 部 ８ は 、 例 え ば 指 を １ 本 ず つ
固 定 す る よ う に 構 成 さ れ て い て も よ い 。 さ ら に 、 図 ３ で は 、 固 定 部 ８ に よ っ て ３ 本 の 指 の
甲 側 が 固 定 さ れ て い る 状 態 が 図 示 さ れ て い る が 、 固 定 す る 指 の 本 数 な ど は 適 宜 設 定 可 能 で
あ り 、 ま た 、 手 の 甲 な ど の 他 の 部 位 を 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 上 記 の 固 定 部 ８ の 材 料 と し て は 、 一 般 的 に 筐 体 部 ６ で 用 い ら れ て い る 材 料 と 同 じ
よ う な 変 形 し に く い 材 料 （ 例 え ば 、 プ ラ ス チ ッ ク 樹 脂 ） や 、 可 撓 性 又 は 剛 性 を 有 す る 材 料
で 、 か つ 変 形 し や す い 材 料 （ 例 え ば 、 ゴ ム な ど の 弾 性 体 ） を 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 操 作 者 ４ が 指 を 固 定 部 ８ に よ っ て 固 定 し た 場 合 に 操 作 者 の 指 が 触 れ る 面 （ 操 作
者 の 指 が 触 れ る 筐 体 部 ６ の 表 面 の 一 部 や 固 定 部 ８ の 表 面 の 一 部 ） に は 、 操 作 者 ４ の 指 の 大
き さ や 形 状 に フ ィ ッ ト す る よ う に 、 ゴ ム の よ う な 弾 性 体 や 塑 性 変 形 す る 塑 性 体 を 設 け る こ
と に よ っ て 、 操 作 者 ４ の 指 が し っ か り と 固 定 さ れ る と と も に 、 操 作 者 ４ の 操 作 性 や 使 用 感
が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 上 述 し た 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 組 み 合 わ せ て 、 操 作 者 ４ の 指 が 触 れ る 筐 体
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部 ６ 上 の 面 に 、 あ る 程 度 の 凹 凸 形 状 ９ を 設 け て お く こ と に よ っ て 、 よ り 操 作 性 の 向 上 し た
超 音 波 探 触 子 １ を 実 現 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 １ に よ れ ば 、 筐
体 部 ６ の 面 （ 特 に 、 ヘ ッ ド 部 ２ と ほ ぼ 対 向 す る 面 ） に 操 作 者 ４ の 指 を 固 定 す る た め の 固 定
部 ８ を 設 け る こ と に よ っ て 、 操 作 者 ４ は 、 固 定 部 ８ に 指 を 良 好 に 密 着 さ せ た 状 態 で 被 検 体
５ に ヘ ッ ド 部 ２ を 当 て る こ と が 可 能 と な り 、 ヘ ッ ド 部 ２ の 揺 れ や 振 動 を 抑 制 し な が ら 、 超
音 波 探 触 子 １ を 安 定 し て 保 持 す る こ と が 可 能 と な る 。 し た が っ て 、 超 音 波 探 触 子 １ の 操 作
性 が 向 上 す る と と も に 、 超 音 波 探 触 子 １ の 操 作 時 に お け る 位 置 ず れ 及 び 角 度 変 化 が 抑 制 さ
れ 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 性 を 向 上 さ せ る と と も に 、 超 音 波 探 触 子 の 操 作 時 に お け
る 位 置 ず れ 及 び 角 度 変 化 を 抑 制 す る こ と に よ っ て 、 よ り 安 定 し た 正 確 な 診 断 を 可 能 と す る
超 音 波 探 触 子 を 実 現 す る と い う 効 果 を 有 し 、 超 音 波 探 触 子 を 使 用 し て 、 生 体 内 の 画 像 情 報
な ど を 得 る た め の 超 音 波 診 断 装 置 を 利 用 す る 各 種 医 療 分 野 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 概 略 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 概 略 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 超 音 波 探 触 子 の 一 例 を 示 す 概 略 図
【 図 ４ 】 従 来 の 技 術 に 係 る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 １ 、 １ ０ 　 超 音 波 探 触 子
　 ２ 　 ヘ ッ ド 部
　 ３ 　 ケ ー ブ ル
　 ４ 　 操 作 者
　 ５ 　 被 検 体
　 ６ 　 筐 体 部
　 ７ 　 安 定 体 （ 保 持 補 助 手 段 ）
　 ８ 　 固 定 部 （ 保 持 補 助 手 段 ）
　 ９ 　 凹 凸 形 状 （ 保 持 補 助 手 段 ）
　 １ １ 　 超 音 波 計 測 部
　 １ ２ 　 デ ー タ 解 析 処 理 部
　 １ ３ 　 表 示 装 置
　 １ ４ 　 血 管
　 １ ５ 　 被 検 者 （ 被 検 体 ）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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